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2026 年 8 月期第 2四半期(中間期)業績予想との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2025 年 10 月 15 日に公表しました 2026 年 8月期第 2 四半期(中間期)の業績予想数値

と、本日公表の実績数値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。また、最近

の業績動向を踏まえ、2026 年 8月期通期の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知ら

せいたします。 

記 

1．2026 年 8 月期第 2四半期（中間期）の業績予想数値と実績数値との差異 

（2025 年 9 月 1 日～2026 年 2月 28 日） 

（連結）                               （単位：百万円、％） 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 132,200 7,800 7,300 4,900 99 円 77 銭

実績数値（B） 142,854 8,654 8,832 5,635 114 円 72 銭

増減額（B）－（A） 10,654 854 1,532 735 － 

増減率（％） 8.1    11.0 21.0 15.0 － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（2025 年 8 月期第 2四半期）
121,572 6,185 6,478 4,669 95 円 07 銭

（個別）                               （単位：百万円、％）    

売上高 経常利益 中間純利益 
1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 88,200 3,700 2,300 46 円 83 銭

実績数値（B） 96,124 4,910 3,093 62 円 97 銭

増減額（B）－（A） 7,924 1,210 793 － 

増減率（％） 9.0 32.7 34.5 － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（2025 年 8 月期第 2四半期）
79,814 1,653 925 18 円 85 銭



2．差異の発生理由 

（連結） 

 個別の実績が影響し、前回予想と差異が生じております。 

（個別） 

売上高は、メニュー施策やDX活用の効果などにより、既存店の客数・客単価が、引き続き増加 

傾向となり、前回予想を上回ることとなりました。売上高の増加により生産性の向上、販管費率

の改善などにより、営業利益・経常利益・中間純利益はいずれも前回予想を上回る結果となりま

した。 

3．2026年8月期通期業績予想の修正（2025年9月1日～2026年8月31日） 

（連結）                              （単位：百万円、％）    

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 276,300 19,000 18,700 12,400 252 円 63 銭

今回修正予想（B） 297,000 18,200 18,300 11,800 240 円 40 銭

増減額（B）－（A） 20,700 △800 △400 △600 － 

増減率（％） 7.5 △4.2 △2.1 △4.8 － 

（ご参考）前期実績 

（2025 年 8月期） 
256,714 15,499 15,805 11,164 227 円 46 銭

（個別）                               （単位：百万円、％） 

売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 186,000 12,700 8,600 175 円 21 銭

今回修正予想（B） 204,000 14,800 10,500 213 円 92 銭

増減額（B）－（A） 18,000 2,100 1,900 － 

増減率（％） 9.7 16.5 22.1 － 

（ご参考）前期実績 

（2025 年 8月期） 
172,908 9,886 7,397 150 円 71 銭

4．修正の理由 

（連結） 

個別業績予想を修正したことにより、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利

益は、前回予想を下回る見込みです。 



（個別） 

売上高は、メニュー施策や DX 活用の効果などにより既存店の客数・客単価は、引き続き増加 

傾向が継続することを見込んでおり、前回予想を上回る見込みです。しかしながら、上期は、米

価格の高騰などの食材価格上昇の影響を受けており、粗利益率が前回予想を 1.3 ポイント下回

り 53.0％となりました。下期も、食材価格上昇の影響を引き続き受けることを見込んでおり、

下期修正予想粗利益率 52.3％(前回の下期予想粗利益率 55.5％)､通期修正予想粗利益率 52.6％

(前回の通期予想粗利益率 54.9％)としております。以上のことから、営業利益は前回予想を下

回る見込みです。経常利益・当期純利益は、子会社からの配当額を見直したことにより、前回予

想を上回る見込みです。 

※上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以上 


